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平成２９年（許）第１４号 相続財産の分離に関する処分及び相続財産管理人選

任審判に対する抗告審の取消決定に対する許可抗告事件  

平成２９年１１月２８日 第三小法廷決定 

 

            主     文 

              本件抗告を棄却する。 

              抗告費用は抗告人の負担とする。 

            理     由 

 抗告人の抗告理由１について 

 １ 民法９４１条１項の規定する財産分離の制度は，相続財産と相続人の固有財

産とが混合することによって相続債権者又は受遺者（以下「相続債権者等」とい

う。）がその債権の回収について不利益を被ることを防止するために，相続財産と

相続人の固有財産とを分離して，相続債権者等が，相続財産について相続人の債権

者に先立って弁済を受けることができるようにしたものである。 

 このような財産分離の制度の趣旨に照らせば，家庭裁判所は，相続人がその固有

財産について債務超過の状態にあり又はそのような状態に陥るおそれがあることな

どから，相続財産と相続人の固有財産とが混合することによって相続債権者等がそ

の債権の全部又は一部の弁済を受けることが困難となるおそれがあると認められる

場合に，民法９４１条１項の規定に基づき，財産分離を命ずることができるものと

解するのが相当である。 

 ２ 原審の判断は，以上の趣旨をいうものとして，是認することができる。論旨

は採用することができない。 

 よって，裁判官全員一致の意見で，主文のとおり決定する。 

(裁判長裁判官 岡部喜代子 裁判官 木内道祥 裁判官 山崎敏充 裁判官 

戸倉三郎 裁判官 林 景一) 


